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2025 年に向けた介護人材にかかる需給推計（確定値）について 

 
 

 

2025 年に向けた介護人材にかかる需給推計については、今年２月に暫定値を公表し

ましたが、今般、都道府県で介護保険事業支援計画が策定されたことに伴い、確定値

が取りまとまりましたので、公表いたします。 

 

・ 需要見込みは、市町村により第６期介護保険事業計画に位置付けられたサービス

見込み量等に基づくものです。 

・ 供給見込みは、平成 27 年度以降に取り組む新たな施策の効果を見込まず、近年の

入職・離職等の動向に将来の生産年齢人口の減少等の人口動態を反映した「現状推

移シナリオ」に基づくものです。 

今後、これらの需給ギャップを踏まえ、国と地域の二人三脚で介護人材確保に向け

た取組を総合的・計画的に推進することとしています。 

 

 

○ 2025 年に向けた介護人材にかかる需給推計（確定値） 

介護人材の需要見込み（2025 年度） 253.0 万人 

現状推移シナリオによる 
介護人材の供給見込み（2025 年度） 215.2 万人 

需給ギャップ 37.7 万人 

＊ 今年２月に公表した暫定値は、都道府県における平成 26 年 11 月時点の作業の途中段階によるもの（需

要見込み 248.2 万人、供給見込み 214.8 万人、需給ギャップ 33.4 万人）。この後、都道府県・市町村で

精査を行い、確定した値を踏まえ、第６期介護保険事業支援計画に取組方策等を記載。 

平成 27年 6 月 24 日 

社会・援護局 

福祉基盤課福祉人材確保対策室 

室 長 補 佐 関口 彰（内線 2847） 

マンパワー企画係長 岸 英二（内線 2849） 

 (代表電話)03(5253)1111 

(直通電話)03(3595)2617 
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注
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）
需
要
見
込
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25
3
万
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に
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は
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市
町
村
に
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６
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介
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険
事
業
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
サ
ー
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込
み
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に
基
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推
計

注
２
）
供
給
見
込
み
（
約
21
5
万
人
）
に
つ
い
て
は
、
現
状
推
移
シ
ナ
リ
オ
（
近
年
の
入
職
・
離
職
等
の
動
向
に
将
来
の
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
等
の
人
口
動
態
を
反
映
）
に
よ
る
推
計
（
平
成
2
7
年
度

以
降
に
追
加
的
に
取
り
組
む
新
た
な
施
策
の
効
果
は
含
ん
で
い
な
い
）

注
３
）
「
医
療
・
介
護
に
係
る
長
期
推
計
（
平
成
2
4
年
3
月
）
」
に
お
け
る
20
2
5
年
の
介
護
職
員
の
需
要
数
は
2
3
7万
人
～
2
49
万
人
（
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
改
革
を

前
提
と
し
た
改
革
シ
ナ
リ
オ
に
よ
る
。
現
状
を
そ
の
ま
ま
将
来
に
当
て
は
め
た
現
状
投
影
シ
ナ
リ
オ
に
よ
る
と
2
18
万
～
2
2
9万
人
。
推
計
値
に
幅
が
あ
る
の
は
、
非
常
勤
比
率
の

変
動
を
見
込
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
。
同
推
計
及
び
上
記
の
推
計
結
果
の
い
ず
れ
の
数
値
に
も
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
介
護
職
員
数
は
含
ん
で
い
な
い
。
）

○
都
道
府
県
推
計
に
基
づ
く
介
護
人
材
の
需
給
推
計
に
お
け
る
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
は
37
.7
万
人
（
需
要
約
25
3
万
人
、
供
給
約
21
5万
人
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○
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
第
６
期
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
に
需
給
推
計
結
果
に
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づ
く
需
給
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ャ
ッ
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を
埋
め
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方
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を
位
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付
け
、
20
2
5

（
平
成
3
7
）
年
に
向
け
た
取
組
を
実
施
。

○
国
に
お
い
て
は
、
今
次
常
会
に
提
出
中
の
「
社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」に
よ
る
制
度
的
対
応
や
、
都
道
府
県
が
地
域
医
療

介
護
総
合
確
保
基
金
を
活
用
し
て
実
施
す
る
具
体
的
な
取
組
な
ど
を
含
め
た
施
策
の
全
体
像
（「
総
合
的
な
確
保
方
策
」
）を
取
り
ま
と
め
、
20
2
5

（
平
成
3
7
）
年
に
向
け
た
取
組
を
総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
。

○
３
年
１
期
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介
護
保
険
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計
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と
併
せ
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Ｐ
Ｄ
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確
立
し
、
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要
に
応
じ
て
施
策
を
充
実
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善
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護
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材
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か
か
る
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計
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果
と
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合
的
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確
保
方
策
」
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メ
ー
ジ
）
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（単位：人）

需要見込み
(D1)

現状推移シナリオ
による供給見込み

(S1)

充足率
（S1/D1)

需要見込み
(D2)

現状推移シナリオ
による供給見込み

(S2)

充足率
（S2/D2)

需要見込み
(D3)

現状推移シナリオ
による供給見込み

(S3)

充足率
（S3/D3)

需給ギャップ
（D3-S3)

1 北 海 道 81,117 93,773 93,057 99.2% 98,923 96,390 97.4% 109,903 97,580 88.8% 12,323

2 青 森 県 22,090 28,120 25,991 92.4% 29,943 28,144 94.0% 32,218 30,811 95.6% 1,407

3 岩 手 県 19,069 26,711 23,130 86.6% 28,383 24,287 85.6% 29,775 24,851 83.5% 4,924

4 宮 城 県 28,041 34,879 29,447 84.4% 39,538 30,385 76.9% 45,532 31,396 69.0% 14,136

5 秋 田 県 19,621 23,566 22,227 94.3% 25,103 23,062 91.9% 26,018 23,275 89.5% 2,743

6 山 形 県 17,688 20,662 18,716 90.6% 21,779 19,106 87.7% 22,489 19,128 85.1% 3,361

7 福 島 県 25,654 34,061 28,867 84.8% 36,603 30,374 83.0% 38,306 32,149 83.9% 6,157

8 茨 城 県 33,060 40,830 36,541 89.5% 45,130 38,499 85.3% 50,807 40,673 80.1% 10,134

9 栃 木 県 21,317 25,799 23,109 89.6% 28,082 23,922 85.2% 31,293 24,428 78.1% 6,865

10 群 馬 県 28,518 36,372 30,602 84.1% 39,354 31,583 80.3% 43,806 32,205 73.5% 11,601

11 埼 玉 県 70,723 90,118 82,570 91.6% 101,829 88,130 86.5% 121,352 93,882 77.4% 27,470

12 千 葉 県 67,600 84,052 81,696 97.2% 96,592 87,420 90.5% 115,272 92,517 80.3% 22,755

13 東 京 都 154,609 195,780 181,410 92.7% 216,633 194,439 89.8% 243,701 207,950 85.3% 35,751

14 神 奈 川 県 116,591 137,664 138,848 100.9% 153,815 148,410 96.5% 182,643 157,942 86.5% 24,701

15 新 潟 県 35,509 42,885 41,740 97.3% 45,970 43,617 94.9% 49,317 44,622 90.5% 4,695

16 富 山 県 15,296 18,635 16,041 86.1% 20,192 16,752 83.0% 21,721 17,810 82.0% 3,911

17 石 川 県 16,251 19,026 18,243 95.9% 20,183 18,969 94.0% 22,158 19,543 88.2% 2,615

18 福 井 県 11,774 11,274 10,200 90.5% 11,849 10,524 88.8% 12,458 10,686 85.8% 1,772

19 山 梨 県 10,737 13,244 12,277 92.7% 14,217 12,910 90.8% 15,364 13,647 88.8% 1,717

20 長 野 県 31,827 39,808 35,406 88.9% 42,818 36,869 86.1% 46,339 37,948 81.9% 8,391

21 岐 阜 県 27,140 32,563 30,133 92.5% 35,675 31,481 88.2% 39,559 32,441 82.0% 7,118

22 静 岡 県 45,419 53,195 50,448 94.8% 57,141 53,344 93.4% 65,077 56,575 86.9% 8,502

23 愛 知 県 81,136 101,763 92,301 90.7% 113,040 98,817 87.4% 131,852 107,461 81.5% 24,391

24 三 重 県 25,312 30,943 29,695 96.0% 33,633 31,477 93.6% 36,573 32,969 90.1% 3,604

25 滋 賀 県 16,034 19,968 18,853 94.4% 22,079 20,009 90.6% 24,674 21,202 85.9% 3,472

26 京 都 府 33,146 43,310 38,922 89.9% 46,329 41,863 90.4% 51,940 45,129 86.9% 6,811

27 大 阪 府 136,355 168,755 165,564 98.1% 190,623 176,305 92.5% 219,190 185,324 84.5% 33,866

28 兵 庫 県 77,495 94,448 85,782 90.8% 103,761 90,171 86.9% 117,817 95,314 80.9% 22,503

29 奈 良 県 19,982 25,278 22,700 89.8% 27,264 24,233 88.9% 31,019 26,521 85.5% 4,498

30 和 歌 山 県 19,552 22,865 20,573 90.0% 23,451 20,967 89.4% 25,162 20,975 83.4% 4,187

31 鳥 取 県 9,895 10,586 10,168 96.1% 11,028 10,400 94.3% 11,541 10,634 92.1% 907

32 島 根 県 14,018 16,203 15,652 96.6% 16,493 16,276 98.7% 17,110 16,784 98.1% 326

33 岡 山 県 30,069 35,315 32,226 91.3% 36,560 33,160 90.7% 39,490 33,789 85.6% 5,701

34 広 島 県 43,162 50,331 47,650 94.7% 52,377 49,688 94.9% 58,970 52,021 88.2% 6,949

35 山 口 県 23,388 29,512 27,276 92.4% 31,010 28,554 92.1% 33,191 29,411 88.6% 3,780

36 徳 島 県 12,970 14,581 14,336 98.3% 14,809 14,365 97.0% 15,538 14,256 91.7% 1,282

37 香 川 県 14,009 17,110 15,891 92.9% 17,931 16,369 91.3% 18,940 16,593 87.6% 2,347

38 愛 媛 県 26,095 31,499 29,628 94.1% 33,193 31,000 93.4% 35,808 32,170 89.8% 3,638

39 高 知 県 12,779 14,828 14,236 96.0% 15,312 14,663 95.8% 15,644 14,743 94.2% 901

40 福 岡 県 70,253 80,021 79,455 99.3% 84,011 82,419 98.1% 94,314 84,257 89.3% 10,057

41 佐 賀 県 13,204 14,255 13,868 97.3% 14,326 14,129 98.6% 15,037 14,432 96.0% 605

42 長 崎 県 24,871 28,277 28,002 99.0% 28,539 28,744 100.7% 30,382 28,815 94.8% 1,567

43 熊 本 県 27,244 31,634 31,531 99.7% 32,958 32,836 99.6% 34,954 33,420 95.6% 1,534

44 大 分 県 20,022 21,231 21,255 100.1% 22,214 21,878 98.5% 23,401 22,186 94.8% 1,215

45 宮 崎 県 18,606 21,633 19,998 92.4% 23,041 20,457 88.8% 24,852 20,528 82.6% 4,324

46 鹿 児 島 県 28,247 32,455 30,782 94.8% 33,481 32,140 96.0% 35,197 33,690 95.7% 1,507

47 沖 縄 県 15,246 18,482 16,584 89.7% 19,639 17,117 87.2% 22,039 17,696 80.3% 4,343

合 計 1,707,743 2,078,300 1,953,627 94.0% 2,256,854 2,056,654 91.1% 2,529,743 2,152,379 85.1% 377,364

（資料出所） 2013（平成25）年度の数値：厚生労働省「介護サービス施設・事業所調査」（調査方法の変更等による回収率変動の影響を受けていることから厚生労働省（社会･援護局）にて補正）

　　　　　　　　2017（平成29）年度以降の数値は都道府県が行った推計による

　　注１）2013（平成25）年度の計数は国及び各都道府県の値ごとに回収率を踏まえた補正を行っているため、合計の値が一致しない

　　注２）需要見込み、供給見込みの値は、いずれも通所リハビリテーションの職員数を含まない（「医療・介護に係る長期推計」（平成24年3月）」と同様の整理）

　　注３）需要見込みの値は、市町村により第６期介護保険事業計画に位置付けられたサービス見込み量等に基づく推計

　　注４）供給見込みの値は、現状推移シナリオ（近年の入職、離職の動向に将来の人口動態を反映）による推計（平成27年度以降に追加的に取り組む新たな施策の効果は含んでいない）

都道府県

2025年に向けた介護人材にかかる需給推計（確定値）（都道府県別）

2017年度（平成29年度）
2013年度

（平成25年度）
の介護職員数

2020年度（平成32年度） 2025年度（平成37年度）
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介
護
保
険
制
度
施
行
以
降
の
介
護
職
員
数
の
推
移

注
１
）
平
成
2
1
～
2
5
年
度
は
、
調
査
方
法
の
変
更
等
に
よ
る
回
収
率
変
動
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働
省
（
社
会
･援
護
局
）
に
て
補
正
し
た
も
の
。

（平
成
20
年
ま
で
は
ほ
ぼ
10
0%
の
回
収
率
→
(例
)平
成
25
年
の
回
収
率
：訪
問
介
護
80
.5
%､
通
所
介
護
86
.7
%､
介
護
老
人
福
祉
施
設
91
.9
%）

・補
正
の
考
え
方
：入
所
系
（短
期
入
所
生
活
介
護
を
除
く
。
）・
通
所
介
護
は
①
施
設
数
に
着
目
し
た
割
り
戻
し
、
そ
れ
以
外
は
②
利
用
者
数
に
着
目
し
た
割
り
戻
し
に
よ
り
行
っ
た
。

（
①
「介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
・事
業
所
調
査
」に
お
け
る
施
設
数
を
用
い
て
補
正
、
②
「介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
・事
業
所
調
査
」に
お
け
る
利
用
者
数
を
用
い
て
補
正
）

注
２
）
各
年
の
「介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
・事
業
所
調
査
」の
数
値
の
合
計
か
ら
算
出
し
て
い
る
た
め
、
年
ご
と
に
、
調
査
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
に
相
違
が
あ
り
、
以
下
の
サ
ー
ビ
ス
の
介
護
職
員
に
つ
い
て
は
、
含
ま
れ
て
い
な
い
。

（訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
：平
成
12
～
24
年
、
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
：平
成
12
～
15
年
、
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
：平
成
18
年
）

※
「通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」の
介
護
職
員
数
は
、
す
べ
て
の
年
に
含
め
て
い
な
い
。

注
３
）
介
護
職
員
数
は
、
常
勤
、
非
常
勤
を
含
め
た
実
人
員
数
で
あ
る
。
（各
年
度
の
10
月
1日
現
在
）

【
出
典
】
厚
生
労
働
省
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
事
業
所
調
査
」

○
介
護
職
員
数
は
、
2
0
0
0
（
平
成
1
2
）
年
度
の
制
度
創
設
以
降
、
１
３
年
間
で
１
１
６
万
人
増
加
（
約
３
倍
増
）
し
て
い
る
。

5
5
万
人

6
4
万
人

7
2
万
人

8
5
万
人

9
6
万
人

1
0
9
万
人
1
1
4
万
人
1
2
0
万
人
1
2
3
万
人

1
3
6
万
人
1
4
3
万
人
1
5
1
万
人

1
6
3
万
人

1
7
1
万
人

0
万
人

5
0
万
人

1
0
0
万
人

1
5
0
万
人

2
0
0
万
人

2
0
0
0
年
度

（
平
成
1
2
年
度
）

2
0
0
1
年
度

（
平
成
1
3
年
度
）

2
0
0
2
年
度

（
平
成
1
4
年
度
）

2
0
0
3
年
度

（
平
成
1
5
年
度
）

2
0
0
4
年
度

（
平
成
1
6
年
度
）

2
0
0
5
年
度

（
平
成
1
7
年
度
）

2
0
0
6
年
度

（
平
成
1
8
年
度
）

2
0
0
7
年
度

（
平
成
1
9
年
度
）

2
0
0
8
年
度

（
平
成
2
0
年
度
）

2
0
0
9
年
度

（
平
成
2
1
年
度
）

2
0
1
0
年
度

（
平
成
2
2
年
度
）

2
0
1
1
年
度

（
平
成
2
3
年
度
）

2
0
1
2
年
度

（
平
成
2
4
年
度
）

2
0
1
3
年
度

（
平
成
2
5
年
度
）

1
3
年
間
で

1
1
6
万
人

増
加
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現
状

目
指
す
べ
き
姿

就
業
し
て
い
な
い
女
性

中
高
年
齢
者

若
者
等

早
期
離
職
等

介
護
職
へ
の
理
解
・
イ
メ
ー
ジ
向
上
が
不
十
分

将
来
展
望
・
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
が
見
え
づ
ら
い「
総
合
的
な
確
保
方
策
」
の
目
指
す
姿

～
「
ま
ん
じ
ゅ
う
型
」
か
ら
「
富
士
山
型
」
へ
～

早
期
離
職
等

転
換

専
門
性
が
不
明
確

役
割
が
混
在

就
業
し
て
い
な
い
女
性

他
業
種

若
者

障
害
者

中
高
年
齢
者

潜
在
介
護
福
祉
士

潜
在
介
護
福
祉
士

参
入
促
進

１
．
す
そ
野
を
拡
げ
る

人
材
の
す
そ
野
の
拡
大
を
進
め
、
多
様
な
人
材
の
参
入
促
進
を
図
る

労
働
環
境
・

処
遇
の
改
善

２
．
道
を
作
る

本
人
の
能
力
や
役
割
分
担
に
応
じ
た
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
構
築
す
る

３
．
長
く
歩
み
続
け
る

い
っ
た
ん
介
護
の
仕
事
に
つ
い
た
者
の
定
着
促
進
を
図
る

資
質
の
向
上

４
．
山
を
高
く
す
る

専
門
性
の
明
確
化
・
高
度
化
で
、
継
続
的
な
質
の
向
上
を
促
す

５
．
標
高
を
定
め
る

限
ら
れ
た
人
材
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
機
能
分
化
を
進
め
る

国
・
地
域
の
基
盤
整
備

専
門
性
の
高
い
人
材

基
礎
的
な
知
識
を

有
す
る
人
材
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「
総
合
的
な
確
保
方
策
」
の
主
要
施
策

５
．
標
高
を
定
め
る

～
人
材
の
機
能
分
化
を
進
め
る
～

４
．
山
を
高
く
す
る

～
継
続
的
な
質
の
向
上
を
促
す
～

２
．
道
を
作
る

～
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
構
築
す
る
～

３
．
長
く
歩
み
続
け
る

～
定
着
促
進
を
図
る
～

１
．
す
そ
野
を
拡
げ
る

～
多
様
な
人
材
の
参
入
促
進
を
図
る
～

資 質 の 向 上

労 働 環 境 ・

処 遇 の 改 善

参 入
促 進

・
限
ら
れ
た
人
材
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
そ
の
能
力
や
役
割
分
担
に
応
じ
た
適
切
な
人
材
の

組
合
せ
や
養
成
の
在
り
方
を
検
討

・
介
護
福
祉
士
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
等

・
未
経
験
者
等
に
対
す
る
入
門
的
な
研
修
等
の
構
築

・
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
方
法
の
見
直
し
に
よ
る
資
質
向
上

・
介
護
福
祉
士
の
配
置
割
合
の
高
い
施
設
・
事
業
所
に
対
す
る
報
酬
上
の
評
価

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
医
療
的
ケ
ア
・
認
知
症
ケ
ア
な
ど
の
研
修
の
受
講
支
援

・
資
格
取
得
の
支
援
（
実
務
者
研
修
の
受
講
期
間
の
柔
軟
化
等
）

・
離
職
し
た
介
護
福
祉
士
の
届
出
制
度
創
設
と
再
就
業
支
援
対
策
の
強
化

・
介
護
人
材
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
シ
ス
テ
ム
整
備
の
推
進

・
代
替
職
員
の
確
保
等
に
よ
る
研
修
機
会
の
確
保

・
介
護
人
材
１
人
当
た
り
月
額
１
万
２
千
円
相
当
の
賃
金
改
善

・
人
材
育
成
に
取
り
組
む
事
業
所
の
認
証
・
評
価
の
実
施
に
よ
る
取
組
の
「
見
え
る
化
」
の
推
進

・
エ
ル
ダ
ー
・
メ
ン
タ
ー
制
度
の
導
入
支
援
に
よ
る
早
期
離
職
の
防
止

・
事
業
所
内
保
育
所
の
運
営
支
援
に
よ
る
出
産
・
育
児
と
の
両
立
支
援

・
雇
用
管
理
改
善
の
推
進
（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
や
ＩＣ
Ｔ
の
活
用
等
）

・
社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職
手
当
制
度
を
見
直
し
に
よ
る
定
着
促
進

・
介
護
の
３
つ
の
魅
力
（
楽
し
さ
・
深
さ
・
広
さ
）
の
情
報
発
信
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

・
高
校
教
師
・
親
の
理
解
促
進
、
地
域
志
向
型
の
若
者
の
掘
り
起
こ
し
の
強
化

・
中
高
年
齢
者
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
画
等
の
促
進

・
他
産
業
か
ら
の
参
入
促
進
を
図
る
た
め
、
通
信
課
程
を
活
用

・
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
（
サ
テ
ラ
イ
ト
展
開
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
等
）

目
指
す
べ
き
姿

主
要
施
策

・
国
が
示
す
人
材
確
保
の
た
め
の
「
基
本
的
な
指
針
」
の
対
象
を
介
護
サ
ー
ビ
ス
全
般
へ
拡
大

【
法
令
】

・
地
域
の
関
係
主
体
が
連
携
す
る
場
を
構
築
し
、
人
材
確
保
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
創
設

【
予
算
】

国
・
地
域
の
基
盤
整
備

【
予
算
】

【
予
算
】

【
予
算
】

【
法
令
】

【
法
令
】

【
法
令
】

【
法
令
】

【
報
酬
】

【
予
算
】

【
報
酬
】

【
予
算
】

【
予
算
】

【
予
算
】

【
予
算
】

【
法
令
】

【
法
令
】

【
報
酬
】

【
予
算
】

（
検
討
）

（
検
討
）

（
検
討
）
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